
 
 

 

平成１８年度 川崎市産業振興会館の管理運営に対する評価について 
 
１ 指定管理者 

(1) 指定管理者  財団法人川崎市産業振興財団 
（川崎市幸区堀川町６６－２０ 川崎市産業振興会館６Ｆ） 

(2) 指定期間 平成１８年４月１日～平成２１年３月３１日 
(3) 業務の範囲 ・企業間の情報交流の促進並びに産業情報の収集及び提供に関すること。 

・情報の高度化に対応する企業の技術振興及び人材育成に関すること。 

・市内企業の製品の展示及び販路開拓の相談に関すること。 

・施設及び設備（以下「施設等」という。）の利用に供すること。 

・産業経済の調査研究に関すること。 

・その他設置目的を達成するために必要な事業を行うこと。 
 
２ 事業執行（管理運営）に対する評価 
   

評価項目 平成１８年度管理運営の状況 評価及び指導 
(1) 管理運営業務の実施状

況 
①産業振興に関する業務 
ア 企業間の情報交流の

促進並びに産業情報の

収集及び提供に関する

業務 
 
 
 
 
 
 
 

 イ 情報の高度化に対応

する企業の技術振興及

び人材育成に関する業

務 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
「産業情報かわさき」を発行し、市内中小

企業に対して、産業情報の提供を行うととも

に、産業情報コーナーを開設し、来館者に対

して、市内中小企業の情報や産業情報の提供

を行った。 
また、「産業バンクかわさき」をインター

ネット上に開設し、川崎市や産業振興財団の

行っている事業の紹介など、各種情報の提供

を行った。 
 
 
 
「新分野・新技術支援研究会」として、５

つの研究会を開催することで、研究会会員企

業の技術力向上、販路拡大等の支援を行うと

ともに、パソコン研修や品質・環境管理支援

研修など、中小企業の人材育成に資する各種

講座を開催した。 
また、次世代産業を担う技術者の育成、技

術レベルの向上を図ることを目的として、

「第１３回かわさきロボット競技大会」を開

催した。 
 
 
 
 
 

 
 
多くの市内中小企業者へ

産業情報等の情報を提供す

るための各種事業を行って

おり、評価することができ

る。 
今後も、中小企業者へ提供

する産業情報の更なる充実

を図るとともに、より多くの

市内中小企業者に情報が行

き渡るよう努めることを望

む。 
 
企業の技術力向上、販路拡

大や中小企業の人材育成の

支援をするため、各種研究

会、研修講座等を開催し、特

に、かわさきロボット競技大

会については、大会を開催す

るのみではなく、小中学生向

けのロボットづくり教室の

開催やロボット技術交流会

の開催など、ロボット大会を

通じて、「ものづくり」を広

く市民に普及させているこ

となどから、全体としておお

むね評価することができる。

今後は、「新分野・新技術



 

評価項目 平成１８年度管理運営の状況 評価及び指導 
 
 
 
 
 
 
 
 ウ 市内企業の製品の展

示及び販路開拓の相談

に関する業務 
  
 
 エ 産業経済の調査研究

に関する業務 
  
 
 
 
 
 
②施設等の管理に関する業

務 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
市内企業の企業情報データや受発注情報

を掲載した「かわさきデータベース」の運営

や会館１階ロビーでの市内企業製品の展示

を行うなど、販路拡大支援を行った。 
 
川崎市内中堅中小企業経営実態調査など

各種調査を実施することにより、市内企業の

実態を明らかにし、産業政策立案に資する基

礎資料としての報告書の作成を行った。 
 
 
 
 
施設等の利用申請について適切に処理し、

各種保守点検、清掃業務等を専門業者へ委託

し、安全、安心な施設管理に努めた。 

支援研究会」の会員増強、各

種研修講座の受講者の増加

を図るなど、より一層市内中

小企業の販路拡大、人材育成

に資するよう、努めることを

望む。 
 
市内企業の販路拡大のた

め、かわさきデータベース登

録企業数の更なる増加に努

めることを望む。 
 
市内中小企業の経営実態

を把握するための調査を実

施し、報告書の作成が行われ

ており、企業を取り巻く環境

変化など、今後も引き続きタ

イムリーな調査を行うこと

を望む。 
 
適正に施設の管理が行わ

れており、今後も安全・安心

な施設管理を継続して行う

ことを望む。 

(2) 利用状況 
 
 
 

多目的ホール：６８．９％（目標値 70.0％）

企画展示場 ：６０．５％（目標値 52.7％）

研修室   ：７０．６％（目標値 59.9％）

会議室   ：５２．０％（目標値 49.5％）

会館合計の利用率は、５９．０％と目標値

５３．８％を上回ったが、多目的ホールにつ

いては、目標値７０．０％を下回った。 

多目的ホールの利用率が

当初の目標値を下回っては

いるが、会館全体では、利用

率の目標値を上回っており

一定の評価はできる。 
今後も、多目的ホールの利

用率向上を図ると共に、会館

全体の利用率の更なる向上

を図ることを望む。 
 



 

評価項目 平成１８年度管理運営の状況 評価及び指導 
(3) 収支状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収入金額       239,891,922 円 
 (1)指定管理費    173,956,000 円 
 (2)利用料金収入    39,215,085 円 
  (3)事業収入      19,503,000 円 
 (4)その他収入     7,217,837 円 
 
支出金額       236,445,335 円 
 (1)事業費       58,739,983 円 
  (2)施設管理費    173,958,572 円 
 (3)その他支出     3,746,780 円 
 
次期繰越収支差額     3,446,587 円 

利用率が目標値を上回っ

たことにより、利用料金収入

が当初見込み額よりも増加

したので、今後も、引き続き

利用率の向上を図るととも

に、サービス水準を維持しつ

つ、経費削減に努めることを

望む。 
 

(4) その他 
 ① 利用者からの意見･要

望等への対応 
 
 
 
 
 
 
 
 ② 個人情報の保護 
 

 
利用者アンケートを実施し、利用者の意

見、要望等の把握に努め、「川崎市産業振興

会館サービス向上委員会」にて、アンケート

に結果について検証し、対応した。 
（例）ＣＤデッキの貸出をして欲しい。 
 → 貸し出しを開始。 
（例）プリンターを利用したい。 
 → ６階の受付で対応。 
 
業務の性質上、多くの個人情報を扱ってい

るため、（財）川崎市産業振興財団個人情報

保護に関する規程等を整備し、個人情報の適

正な管理を行うよう努めた。 

 
新たに第三者委員会を設

置し、利用者からの意見、要

望を会館サービスの向上に

反映させようとする姿勢は

評価できる。 
 
 
 
 
個人情報の保護について

は、その重要性を十分認識

し、対応しているため、評価

できる。 

 
３ 事業執行（管理運営）に対する全体的な評価 

 
４ 来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等 

川崎市産業振興会館は、企業間における情報交流、企業の技術開発、販路開拓事業の推進等を図り、

本市産業の発展と地域経済の活性化に寄与することを目的として設置された会館である。 
これら会館設置目的を達成するため、市内企業の技術力向上や人材育成支援など、市内企業の育成

に資する各種事業を行っており、評価することができる。また、施設の管理、貸出しについても、新

たに土曜日、日曜日の開館も開始し、川崎市産業振興会館サービス向上委員会を設置して、利用者か

らの意見・要望を会館運営に反映させようとするなど、利用者に対するサービス向上に努めており、

評価することができる。 
以上のことから、全体としても良好な管理運営が行われており、評価することができる。 

会館利用者の意見、要望をアンケート調査などを通じて収集し、その意見等に応えることにより、

サービスの向上を図り、更なる会館の利用率向上に努めるよう望む。 
また、市内企業の育成を図れるような各種事業の実施を引き続き行うとともに、市内事業者が活用

できる有用な情報を幅広く集め、多くの事業者に提供できるように、工夫することを望む。 




